
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和６年度 自己点検・自己評価報告書 
 

令和７年５月１日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪歯科衛生士専門学校 
 

令和７年５月１日作成 

 

 



ii 

目  次 
 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 .................................... 1 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか .................................. 2 
1-2 学校の特色はなにか .......................................................................... 3 
1-3 学校の将来構想を抱いているか ........................................................ 4 

基準２ 学校運営 ....................................................................... 5 

2-4 運営方針は定められているか ............................................................ 6 
2-5 事業計画は定められているか ............................................................ 7 
2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか ............ 8 
2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか .................... 9 
2-8 意思決定システムは確立されているか ........................................... 11 
2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか .............. 12 

基準３ 教育活動 ..................................................................... 13 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の 
   人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか ....................... 14 
3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性 

等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を 
勘案して、到達することが可能なレベルとして、明確に定められているか ....... 15 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか .................................. 16 
3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされて 

いるか ............................................................................................ 17 
3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか ............................................... 18 
3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を 

確保しているか .............................................................................. 19 
3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ....................... 22 
3-17 資格取得の指導体制はあるか ........................................................ 23 

3-18 生涯学習に対して積極的に取り組んでいるか .............................. 24 
3-19 附帯教育事業に対する取り組みの組織・体制は明確になって 

いるか ............................................................................................ 25 

基準４ 教育成果 ..................................................................... 26 

4-20 学生の就職に関する目標を達成したか ......................................... 27 
4-21 資格取得に関する目標を達成したか ............................................. 28 
4-22 退学率の低減に関する目標を達成したか ..................................... 29 
4-23 卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか ................... 30 

基準５ 学生支援 ..................................................................... 31 

5-24 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能して 
いるか ............................................................................................ 32 

5-25 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか ........ 33 
5-26 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に 

機能しているか .............................................................................. 34 
5-27 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか . 35 
5-28 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか . 36 
5-29 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか................ 37 
5-30 保護者と適切に連携しているか .................................................... 38 
5-31 卒業生への支援体制はあるか ........................................................ 39 

基準６ 教育環境 ..................................................................... 40 

6-32 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備 
されているか ................................................................................. 41 

6-33 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育 
体制を整備しているか ................................................................... 42 

6-34 防災に対する体制は整備されているか ......................................... 43 



iii 

基準７ 学生の募集と受け入れ ................................................ 45 

7-35 学生募集活動は、適正に行われているか ...................................... 46 
7-36 就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、 

学生募集に貢献したか ................................................................... 47 
7-37 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか ........ 48 
7-38 学納金は妥当なものとなっているか ............................................. 49 

基準８ 財務 ........................................................................... 50 

8-39 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ................ 51 
8-40 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ................ 52 
8-41 財務について会計監査が適正におこなわれているか ................... 53 

8-42 財務情報公開の体制整備はできているか ..................................... 54 

基準９ 法令等の遵守 .............................................................. 55 

9-43 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ............ 56 
9-44 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ........ 57 

基準１０ 自己点検・自己評価、第三者評価 ........................... 58 

10-45 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ...... 59 
10-46 自己点検・自己評価結果の公開はしているか ............................ 60 
10-47 第三者機関による学校評価を受ける予定・方針は確立されて 

いるか ............................................................................................ 61 

 
 
 



1 

 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
 本校の教育理念は、非常にシンプルで分かりやすく、具体的に 
示しているので、学生･教職員にも良く周知徹底されている。 
学外への公表は、入学案内書・ホームページにて行っているが、 
好評であり、今後もこの教育理念を中心に、優れた人材の育成に 
努めて行きたい。 
 
 
 ＡＯ入試も、ようやく定着してきた感がある。受験者も徐々に増

加し、ＡＯ入試での入学者の在学中の成績も安定してきたので、こ

のまま継続したい。 
 
 在校生 ３年生 ４５期生 
     ２年生 ４６期生 
     １年生 ４７期生 

 
本校の教育理念 
 本校は、女性の自立と社会進出を目的に、「清く、正しく、 
優しく」をモットーに、情操豊かな人間形成と、深い使命感を持つ 
歯科衛生士を養成することを目標とする。 
 
３年制課程教育においても、豊富な現場実習により、技術力があ

り、人間性豊かで高いコミュニケーション能力を持つ歯科衛生士を

養成し、歯科医療業界に貢献できる人材の育成が本校の目的であ

る。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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1-1 （1/1） 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 
５ 

 
明確に定めている。 

 
教育理念・目的は、入学案内

書・学則に明記している。 

 
特になし 

 
学則 
入学案内書 

1-1-2 理念・目的・育成

人材像を実現するため

の具体的な計画・方法

を持っているか 
４ 

 
カリキュラムを工夫し、実現

を図っている。 

 
カリキュラムを作成する際

に、教育理念を念頭に入れ、 
工夫をしている。 

 
特になし 

 
学習の手引 
入学案内書 

1-1-3 理念・目的は、時

代の変化に対応し、そ

の内容を適宜見直され

ているか 
ＮＡ 

 
本校の教育理念・目標は、時

代の変化とともに、変更する

ものではないと考える。 

 
本校の教育の根本を定めた

ものであり、変更する必要は

無い。 

 
特になし 

 
学習の手引 
入学案内書 

1-1-4 理念・目的・育成

人材像等は、教職員に

周知され、また学外に

も広く公表されている

か 

５ 

 
周知徹底している。 
学外にも広く公表している。 

 
教育理念・目的は、入学案内

書・学則に明記している。 

 
特になし 

 
学習の手引 
入学案内書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校の教育理念・目標は、シンプルで分かりやすい言葉であり、医療従事

者として、基本的な姿勢と認識し、周知徹底している。 

 
本校の教育理念、「清く、正しく、優しく」は、創立以来変らぬ理念として 
堅持している。また、技術力があり、人間性豊かで高いコミュニケーション

能力を持つ人材の育成を目指している。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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1-2 （1/1） 

1-2 学校の特色はなにか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-2-5 学校の比類ない

特色として挙げられる

ものがあるか 

４ 

１年生の２学期から開始さ

れる、少人数による徹底した

実技教育と、充実した臨床実

習により、レベルの高い技術

力を身に付けている。 
 
 

校内での実技指導を少人数

にて実施している。 
臨床実習施設を多種･多数に

わたり確保している。 

 
特になし 

臨床実習施設一覧 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
校内での実技実習を早い段階から、少人数で実施することにより、高い技術

力を身に付けることが出来る。このことが就職に有利となり、他校に比べて、 
アドバンテージを取ることが出来る。 

 
 ３年制課程開始の今年度からは、１年生の１０月から校内での実技実習を 
開始し、２年生の９月まで１年間の長期に掛けて、基本的な技術の取得に努

める。２年生の１０月から、３年生の１０月末までの１３ヶ月間に渡り臨床

実習を徹底的に行い、圧倒的な技術の取得を行い、本校の特色をよりアピー

ルしたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 

 



4 

1-3 （1/1） 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度先

を見据えた中期的構想

を抱いているか ４ 

中・長期的な計画を立てて

いる。 
 学校運営について、中・長

期計画を立て、進行してい

る。 

１８歳人口の減少に伴い、募

集が厳しくなりつつある。 
今後の戦略をきちんと立て、 
他校との違いを強調しなが

ら、広報していきたい。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
５年間ごとの中期目標を立て、取組んでいる。 
歯科衛生士の資格の認知を上げるために、仕事内容・就職状況等のアピール

と、特に、他校との差別化を計り、本校の特徴を際立たせたい。 

 
本校の特徴は、校内･臨床における豊富な実習に基づいた、圧倒的な技術力

である。この特徴を他校との比較の中で、強調していきたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
 学校の運営方針は、学校の目的、目標に基づき、明確に定められ、 
定例の会議等で、事あるごとに確認され、理解されている。 
 
また、事業年度ごと及び５年の中期的計画１０年の長期計画を 

立て、長期的な視点で、学校の運営を計画し、定期的な会議で、 
常に目標を確認し、周知徹底している。 
 
今後の学校運営を見越し、今年後の活動を、次年度以降の 
学校運営の礎にしたい。 

 
 今後に備えた設備・備品の充足と、臨床実習施設との綿密な打合

せを行い、 
スムーズな学校運営と教育内容の充実に努めて行きたい。 
 
特に、１３ヶ月間で行う予定の臨床実習については、実習施設と

の詳細に渡る打合せが必要であり、本校の特徴である、高度な技術

を身に付けられるよう、努力していきたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営方針は定められているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-4-1 学校の目的、目標

に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか 
４ 

 
学校の運営方針については、 
明確に定められ、文章化して

いる。 
 

 
学習の手引・学則に明記され

ている。 

 
特になし 

 
学則 
学習の手引 

2-4-2 学校運営方針は

きちんと教職員に明示

され、伝わっているか ４ 

 
定期的な会議等を中心に明

示され、徹底されている。 

 
定期的な会議等で、常に話し

合われている。 

 
特になし 

 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか ５ 

 
整備されている 

  
特になし 

 
諸規定集 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
学校の目的・目標に基づき、学校運営方針を作成し、定期的な会議を行っ

ている。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-5 （1/1） 

2-5 事業計画は定められているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-5-4 学校の目的、目標

を達成するための事業

計画が定められている

か 
４ 

 
事業計画は毎年定められて

いる。 

 
理事長･校長等により、毎年

の事業計画について、目標が

定められている。 

 
特になし 

 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか ４ 

 
事業計画に沿って、運営して

いるが、達成できていない 
部分もある。 

 
学生の成績の向上等におい

ては、達成できていない場合

がある。 

 
カリキュラムの工夫や、学生

に細かく目を配ることによ

り、対応していく。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
毎年年度ごとの事業計画書を作成し、計画に沿った学校運営を行っている。 

 
 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-6 （1/1） 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-6-6 運営組織図はあ

るか 
４ 

 
運営組織図は、作成されて

いる。 

  
特になし 

 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

４ 

 
効率的に運営されている。 

  
特になし 

 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 
４ 

 
明らかになっている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
理事長・校長を頂点とした運営組織を構成し、定期的な会議等で、意思の 

疎通を図っている。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-7 （1/2） 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか ４ 

 
教員・事務職員ともに、適切

な確保と育成が出来ている。 

 
全国歯科衛生士教育協議会

主催の研修会に参加してい

る。 

 
特になし 

 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 
４ 

 
整備されている。 

 
人事・給与規定により定めら

れている。 

 
特になし 

 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 
４ 

 
整備されている。 

 
人事・給与規定により定めら

れている。 

 
特になし 

 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 
４ 

 
整備されている。 

 
人事・給与規定により定めら

れている。 

 
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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2-7 （2/2） 
 
 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 
４ 

 
整備されている。 

 
人事・給与規定により定めら

れている。 

 
特になし 

 

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか ４ 

 
把握している。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
教職員の採用・昇進・研修等には、一定の基準が設けられ、その基準に 
従って、運営されている。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-8 （1/1） 

2-8 意思決定システムは確立されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 
４ 

 
確立されている。 

  
特になし 

 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化

されているか 
４ 

 
定期的に会議を行っている。 

  
特になし 

 

2-8-17 意思決定の階

層・権限等は明確か 
３ 

 
理事長以下の教職員によっ

て構成され、階層･権限は明

確である。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  
理事長・校長を中心として、定例の会議を開き、学生に関する決定事項は、

この会議で検討され、承認・決定されている。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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2-9 （1/1） 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 

３ 

 
業務の効率化を図るために

も、情報のシステム化を図っ

ている。 

学生の成績管理や、出席管理

をシステム化している。 
また、マークシートリーダー

を導入し、練習問題もマーク

シート形式にして、本番の国

家試験に備えている。 

マークシート化にすること

により、個々の苦手科目が見

えるようになってきた。 
このデータを個別指導に生

かして、より効果的な国家試

験対策にしていきたい。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
 業務の効率化を図り、教職員の負担を軽減するために、情報のシステム化

を行っている。 

 
学生の基本情報、学籍簿・成績表・各証明書をシステム化し、スムーズな

運営を行う。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
本校は、講義科目の講師を、大阪歯科大学の各講座からお越し 

いただいています。このため、最新の研究の成果と、臨床での治療

内容がフィードバックされ、学生は最先端の医療に触れることが出

来る。ただ、大阪歯科大学の方針で、他校に派遣している非常勤講

師が、３～５年のサイクルで変更されることとなった。具体的には、

混乱が起こらないように、準備をしていきたい。 
 
また、本校の最大の特徴である、技術力・実践力を身に付ける 

ため、多種多様な臨床実習施設を用意し、様々な医療現場を経験し、

長期間に渡る実習を経験することによりその要請に対応できる能

力を持つ人材を養成することが出来ています。 
  
 カリキュラム編成に関しても、大阪歯科大学の教科担当教員、 
臨床実習指導教員、臨床で働いている歯科衛生士の意見を参考に、 
常により実践的な内容となるよう、見直しています。 

 
臨床実習施設とは綿密に連絡を取り、成果を上げたい。 
 
歯科衛生士国家試験合格のために、対策講座・模擬試験・練習 

問題を繰り返し行うことにより、成果を上げてきた。 
 出題内容・傾向の大きな変更も予想されるだけに、情報を得つつ

十分な準備を行いたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて正

しく方向付けられているか 
４ 

本校では、臨床実習施設指導

者との綿密な情報交換によ

り、歯科医療業界よりのニー

ズを捉え、それに応えられる

人材の育成に向けて、カリキ

ュラムの作成をしている。 

歯科医院･病院の多数の臨床

実習施設を持つことにより、

色々な診療科を経験するこ

とにより、業界の様々なニー

ズに答えている。 

 
特になし 

 
臨床実習先一覧 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校の最大の特徴である、技術力･実践力を身に付けるためにも、多種多様な

臨床実習施設を用意することで、様々な医療現場を経験し、その要請に対応

できる能力を持つ、人材を養成することが出来る。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-11 （1/1） 

3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を

勘案して、到達することが可能なレベルとして、明確に定められているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-11-2 各学科の教育目標、育成人材像

を構成する知識、技術、人間性等は、業界の

人材ニーズレベルに照らして、また学科の教

育期間を勘案して、到達することが可能なレ

ベルとして、明確に定められているか 

４ 

業界のニーズに対応できる

能力のある人材を育成する

ため、十分なカリキュラムを

作成し、教育を行っている。 

大阪の歯科衛生士養成校で

は、最多の求人数が、業界の

本校に対する評価であると

考えている。 

 
特になし 

 
授業時間割票 
臨床実習施設一覧表 
 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校では、校内での基礎的な学習、実技実習はもちろん、関西の養成校最長

の臨床実習期間を設定し、優秀な人材を養成することを目標としている。 

 
 本校は、大阪の歯科衛生士養成校の中で、校内実習･臨床実習共、最長の実

習期間を設定し、徹底的に高い技術力を取得することで、他校に比べてアド

バンテージを取っている。この技術を身に付けた先輩の業界での活躍が、本

校の評価につながり、他校に比べて、圧倒的な求人を頂いている。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-12 （1/1） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 

４ 

 
編成されている。 

  
特になし 

 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか 
４ 

 
反映している。 

  
特になし 

 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか ４ 

校長・教務主任を中心に、 
カリキュラムの編成を行っ

ている。 

  
特になし 

 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か ４ 

カリキュラムは、外部有識者

の意見を参考に毎年見直し

ている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
カリキュラムの編成に関しては、校長･教務主任を中心に、教科指導講師、 
臨床実習指導者等の意見を聞きながら、毎年編成している。 

 
カリキュラム編成に際し、意見を頂いている方。 
・教科担当教員（大阪歯科大学教員） 
・臨床実習指導教員（歯科医師） 
・本校ＯＢ（臨床で働いている者） 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 
４ 

 
バランス良く、配置されてい

る。 

 
 

 
特になし 

 
時間割票 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 
４ 

 
各科目内容・指導方法につい

てのシラバスを作成してい

る。 

  
特になし 

 
シラバス 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 
４ 

 
各科目の授業について、１コ

マずつのシラバスを作成し

ている。 

  
特になし 

 
シラバス 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
各教科のカリキュラムについては、国家試験の出題傾向を踏まえて、毎年見

直し、シラバスを作成して、その学習内容を明確にしている。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-14 （1/1） 

3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-14-10 学生による授

業評価を実施している

か ３ 

教科担当教員により、授業評

価を好まない教員もいるの

で、全科目において実施でき

ていない。 

  
教員に対して、了解を得る。 

 

3-14-11 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につき

学科や学校として把握・

評価する体制があるか 

４ 

専任教員が、可能な限り、学

生と共に授業に立会い、学習

内容をチェックしている。 

 
 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
学生による授業評価に関しては、好まない講師がいるため、全科目において

実施できていない。またその評価が学生側にとって、都合の良い、一方的な

内容にならないようにチェックする必要もある。 

 
 本校の講義担当教員は、大阪歯科大学の教員であり、学生による授業評価

は大学で慣れている方が多いが、大学では仕方なく了解しているが、本校で

は好まないという立場を取る方もいるので、了解を求めて行きたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-15 （1/3） 

3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-12 学科の育成目標

に向け授業を行うことがで

きる要件（専門性・人間性・

教授力・必要資格等）を備え

た教員を確保しているか 

４ 

大阪歯科大学より講師を派

遣していただくことにより、

教員の質の確保を行ってい

る。 

 
大阪歯科大学での地位及び、 
履歴書の記載内容で確認し

ている。 

 
特になし 

 

3-15-13 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか ４ 

歯科医師免許・医師免許その

他必要な免許を有する者の

みを講師として採用してい

る。 

 
大阪歯科大学での地位及び、 
履歴書の記載内容で確認し

ている。 

 
特になし 
 
 

 

3-15-14 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか ４ 

大阪歯科大学の各講座より、 
専門性の高い教員を派遣し

ていただいている。 

 
大阪歯科大学での地位及び、 
履歴書の記載内容で確認し

ている。 

 
特になし 

 

3-15-15 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか ４ 

本校専任教員に関しては、定

期的に、レベルアップを行え

るよう、各種研修会に参加し

ている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （2/3） 
 
 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-16 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 
３ 

各学年の担任教員が、可能

な限り、授業に立ち会ってい

る。また、各授業終了後に学

生にアンケートを取って、チ

ェックしている。 

  
特になし 

 

3-15-17 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 
３ 

本校専任教員に関しては、 
全国歯科衛生士教育協議会

主催の研修等に参加してい

る。 

  
特になし 

 

3-15-18 教員間(非常勤

講師も含めて)で適切

に協業しているか ３ 

同一科目を複数の教員で担

当する場合もあり、協力しな

がら、授業に当たっている。 

  
特になし 

 

3-15-19 非常勤講師間

で適切に協業している

か ３ 

本校専任教員を仲介して、協

力体制を整えている。 
  

特になし 
 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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3-15 （3/3） 
 
 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-20 非常勤講師の

採用基準は明確か 
３ 

大阪歯科大学の各担当講座

よりご推薦を頂いた方を、採

用している。 

大阪歯科大学 各講座教授

よりのご推薦 
 
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

講義課目担当講師は、大阪歯科大学の各講座より派遣していただいています。 
知識・最新の研究内容はもちろん、附属病院での臨床の経験を踏まえた内容

の濃い授業を展開していただくことで、学生の興味・関心も高まり、授業に

向かう姿勢も良くなります。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 



22 

3-16 （1/1） 

3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-16-21 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか ３ 

成績基準に従って、評価をし

ている。 
  

特になし 
 

3-16-22 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 
３ 

歯科衛生士養成校設置基準

に従い、可能な限りの単位認

定をしている。 

  
特になし 

 
歯科衛生士養成校設置

基準 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
成績評価・単位の認定は、定期試験の結果等で、評価しています。 
他校にて既に取得した単位については、シラバスを検討し、内容を調査し

た上で、本校の単位に認定しています。 

 
大学・短期大学で取得した教養科目、及び、医療系養成校で取得した専門科

目のうち、本校で該当する科目については、積極的に単位認定を行っている。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-17 （1/1） 

3-17 資格取得の指導体制はあるか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-17-23 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 
５ 

歯科衛生士国家試験合格の

ための集中授業等を行い、資

格取得のために努力してい

る。 

  
特になし 

 

3-17-24 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 
４ 

学生一人ひとりの学力を考

慮し、個人に向けたきめ細か

い指導を行っている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
歯科衛生士国家試験合格のために、対策講座講義・模擬試験・練習問題・

個別指導を繰り返し行うことにより、成果を上げてきた。 
今年は、３年制対応の国家試験へと変更されるので、問題の傾向の変更に

注意を払いながら対策を行ったが、無事全員合格させることができた。 

 
以前より、他校に先駆け、マークシートリーダーを導入し、マークシート

対策を行うと共に、副産物として、一人ひとりの苦手科目が浮き彫りになる

ことにより、個人にあった指導をすることが出来た。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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3-18 （1/1） 

3-18 生涯学習に対して積極的に取り組んでいるか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-18-25 生涯学習に対

して積極的に取り組ん

でいるか ＮＡ 

    

3-18-26 聴講生制度は

あるか 
ＮＡ 

    

3-18-27 生涯学習に関

連する講座の開設・受

講の状況・推移を正確

に把握しているか 
ＮＡ 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 

 



25 

3-19 （1/1） 

3-19 附帯教育事業に対する取り組みの組織・体制は明確になっているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-19-28 附帯教育事業

に対する取り組みの組

織・体制は明確になっ

ているか 
ＮＡ 

    

3-19-29 附帯教育事業

に関連する講座の開

設・受講の状況・推移

を正確に把握している

か 

ＮＡ 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
学習活動も活発になりました。臨床実習や、校内行事のタイミング

の変化にもようやく慣れ、安定した教育成果を出すためにも、国家

試験・就職の１００％を目指して、努力した１年でした。 
 
学生の就職に関しては、従来よりも沢山の求人を頂くことがで

き、卒業者数の減数もあり、過去最高の求人数と、約３０倍の求人

倍率を頂くことができ、改めて業界のニーズを感じることとなりま

した。 
 
せっかく入学した学生の退学率を減らしていくのが、今後の最大

の課題となると思われる。そのためには、定期的な面談だけではな

く、学生の状況を見て、担任がいつでも対応できる状況や、もっと

気軽に相談できる環境の整備が必要であると思われる。 

 
歯科衛生士国家試験に関しては、問題数の増加・出題傾向の変

更・難易度の変更など、様々な変更に対応すべく、情報を取集し、

学生への指導を工夫することにより、全員合格を実現することがで

きた。 
 
今年度は、早くから、国家試験に対応するため、試験対策や、個

別指導を行い、成果を上げることができた。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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4-20 （1/1） 

4-20 学生の就職に関する目標を達成したか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-20-1 学生の就職に関

する目標を達成したか 

５ 

 
卒業生の約３０倍を超える

求人を頂き、卒業生全員の就

職を達成することができた。 

３年生の当初から、就職面

談を行い、学生の希望に沿っ

た適切な就職し指導を行っ

ている。 

歯科医院の求人は、十分に頂

けているが、病院の求人数が

安定していない。幸い今年

は、病院を希望している学生

全員が病院に就職できた。 

 

4-20-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 
５ 

教務主任、就職指導担当教

員、担任の３者体制で、学生

の指導を行った。 

 学生の指導にあたる３者

が、学生の情報を共有するこ

とにより、より的確に就職の

指導にあたることができた。 

卒業後、すぐに辞めてしま

う学生がいないか追跡調査

を充実する必要がある。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
歯科衛生士に対するニーズが年々増加していることと、今年は非常に沢山の

求人を頂くことができた。 
その半面、お断りするケースも多くなったので、次年度も引き続き求人を頂

けるように、フォローをしっかりとやっていきたい。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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4-21 （1/1） 

4-21 資格取得に関する目標を達成したか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-21-3 資格取得に関す

る目標を達成したか 

５ 

 
歯科衛生士国家試験全員合

格を達成することができた。 

 国家試験の出題内容等も、 
変更される可能性もあると

思われるので、慢心せず、学

生の指導に当たりたい。 

 

4-21-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 
５ 

 
把握している。 

   

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

以前は午前問題と午後問題で、出題科目が分かれていたが、今年はミックス

されており、学生の方が戸惑った。 
次年度もこの出題方法は継続される可能性が高いので、対応を考えて行きた

い。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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4-22 （1/1） 

4-22 退学率の低減に関する目標を達成したか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-22-5 退学率の低減に

関する目標を達成した

か 
３ 

入学時･定期試験終了後に

担任教員が、個人面談を実施

し、状況の把握に努めている

が、十分であるとは言えな

い。 

 
 学生からの相談があった

時点で、退学への意思が固ま

っている者が多い。 
 

退学の最大の理由は、勉強に

関するものであるので、学生

の状況を把握すると同時に、

適切にアドバイスが出来る

また、気軽に相談が出来る環

境を整えて行きたい。 

個人面談票 
 

4-22-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか ３ 

 
把握している。 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
学生の退学率を減らしていくのが、課題である。 

そのためには、定期的な面談だけではなく、学生の状況を見て、担任がいつ

でも対応できる状況や、もっと気軽に相談できる環境の整備が必要であると

思われる。 

 
家庭の事情で退学する者が出てしまったのは、非常に残念である。 
また、勉強について来れずに、１年生の早々で退学する者も出てしまった。

入学後のことを考え、合格させる生徒の基準をしっかり守り、退学者を出さ

ない努力をする必要がある。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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4-23 （1/1） 

4-23 卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-23-7 卒業生は社会で

活躍し、評価を得てい

るか ３ 

求人先からの情報のフィー

ドバックを得ているが、全て

の求人先ではないので、情報

を得られるように工夫して

行きたい。 

 卒業生の状況を知る為にも、

求人先へのアンケートを実

施し、定着率や、必要とされ

ているスキルについて把握

したい。 

 

4-23-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか 
３ 

本校の卒業生を初めてご採

用頂いた歯科医院様から、

「非常に優秀な方なので、今

後は貴校から歯科衛生士を

採用したい」とのお言葉を頂

いた。 

 ますます業界の評判を頂け

る様、より技術力の高い、優

秀な人材を養成できるよう

に、工夫をしていきたい。 

 

4-23-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

ＮＡ 

    

4-23-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述できるか 

ＮＡ 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
卒業生の医療現場での評判が、後輩の求人に直接繋がって来るので、 
より技術力の高い、人柄の良い人材の育成が必要であると考えます。 
そのためにも、卒業生の状況把握は必要であると考えます。 

 
卒業生が医療現場で活躍することにより、次も本校の卒業生を採用しようと

お考え下さるＤｒが多く、他校に比べて求人の多さが本校の大きな特徴とな

っています。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
在校生の就職活動は、本校始まって以来の多数の求人を頂き、非

常に順調に就職活動ができた。ただ、極端に就職活動を始めるのが

遅い学生（国家試験が合格できるか成績面）もいたので、安心して、

就職活動ができるように、学生の指導を充実したい。 
 
経済的な理由で、学習が出来ない、継続が困難である等の事態が

起きないよう、注意している。このような事態が発生した場合は、

公的奨学金の指導から始め、国の教育ローン等、あらゆる可能性を

探っていく。その後に、学費納入に関しては、保護者の負担を軽減

できるように、状況に合わせて分割での納入を認めている。 
 
自宅外生には、自宅外生懇親会を開き、諸注意やアドバイス、先

輩との懇親会を行っている。 
 
卒業生全員が女性である本校の特徴から、結婚等で氏名変更や、

住所変更が多く、届出がなされないこともあり、不明者が多い状況

があります。同窓会活動に関しては、各学年のリーダー及び全体の

長を中心に、活発に交流を深めていきたい。 

 
学生の健康管理については、基本となる学校保健安全法施行規則

に基づき、十分に対応しているが、医療系専門学校である本校では、

患者からの罹患を防ぐためにも、感染症の対策に力を入れている。 
特に、血液を介して感染する恐れのある感染症は、重篤化する恐れ

もあるので、慎重に対応している。 
 
卒業生の再就職支援 
・求人票の閲覧と求人情報の開示、及び指導を行っている。 
・実技・技術に不安があり、再就職を躊躇しているとの意見から、

校内の実習室や、ご協力いただける臨床実習施設において、実技･

技術の復習が出来る、再トレーニングを実施している。 
 
HP における求人閲覧 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-24 （1/1） 

5-24 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-24-1 学生の就職・進

学指導に関する体制は

整備され、有効に機能

しているか 
４ 

 
機能している。 

  
特になし。 

 

5-24-2 就職に関する説

明会を実施しているか 
４ 

 
実施している。 

  
特になし。 

 

5-24-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか ４ 

 
実施している。 

  
特になし。 

 

5-24-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

 
４ 

 
実施している。 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
就職の指導については、３年生の４月から、就職担当者が個別面談を行い、 
学生の希望を把握している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-25-5 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか ３ 

 
定期的、また必要に応じて、 
学生相談を行っている。 

  
特になし 

 

5-25-6 学生相談室を開

設しているか 
３ 

 
特に専用の部屋を設けてい

る訳ではないが、必要に応じ

て、開設している。 

  
特になし 

 

5-25-7 学生からの相談

に応じる専用カウンセ

ラーがいるか ４ 

 
大学で、心理学を学んだ者

が、学生の相談に応じてい

る。 

  
特になし 

 

5-25-8 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか 
ＮＡ 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
基本的には、学生の相談に関しては、担任が対応している。 
しかし、担任には言い難いが、その他の者には、話しやすい等と相性もある

ので、出来るだけ気軽に何でも相談がしてもらえる環境を作って行きたい。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 



34 

5-26 （1/1） 

5-26 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-26-9 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか 
４ 

 
分割の導入など、１度の負

担を軽減している。 

学費納入が困難な学生に対

しては、奨学金等の指導をし

た後、分割の手続きを取るこ

とにより、負担の軽減を図っ

ている。 

 
特になし 

 

5-26-10 奨学金制度が

整備され、有効に機能

しているか ４ 

 
公的な奨学金はもちろん、 
成績優秀者への特待生制度

などを導入している。 

１･２年生次の成績優秀者

に対し、２･３年生次の授業

料を半額免除する。 

 
特になし 

 

5-26-11 学費の分納制

度等、学生を経済的に

支援する制度が整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

４ 

 
基本的には、前期･後期の２

分割制度を導入している。 

入学手続き時には、入学金

のみを納入し、授業料等は、

前期･後期と負担が少ないよ

う、分割している。 

 
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的な理由で、学習が出来ない、継続が困難である等の事態が起きないよ

う、注意している。このような事態が発生した場合は、公的奨学金の指導か

ら始め、国の教育ローン等、あらゆる可能性を探っていく。その後に、学費

納入に関しては、保護者の負担を軽減できるように、状況に合わせて分割で

の納入を行う。 

１・２年生次の成績優秀者に対して、２・３年生次の授業料を半額免除する

特待生制度を設けている。 
 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-27 （1/1） 

5-27 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-27-12 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 
４ 

 
毎年、全学生に対し、健康

診断を実施している。 

学校保健安全法施行規則に

定められた、健康診断の項目

以外に、感染症に関する抗体

検査を実施している。 

 学生のプライバシーを守

りながら、状況によって対応

を工夫する必要がある。 
 

 

5-27-13 学生の健康管

理を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 
４ 

 
機能している。 

通常の健康管理はもちろ

ん、感染症に対する対処の仕

方にも、準備している。 

臨床実習中の事故等に対

応できる、保険に加入して、

万が一の学生の負担軽減に

役立てている。 

針刺し事故等感染症対

策マニュアル 

5-27-14 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか 
４ 

 
学校医が健康相談に応じて

いる。 

 学校医と、学生とのスケジ

ュール調整に時間が掛かる。 
 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生の健康管理については、基本となる学校保健安全法施行規則に基づき、

十分に対応しているが、医療系専門学校である本校では、患者からの罹患を

防ぐためにも、感染症の対策に力を入れている。 
特に、血液を介して感染する恐れのある感染症は、重篤化する恐れもあるの

で、慎重に対応している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-28 （1/1） 

5-28 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-28-15 スポーツ等のク

ラブ活動、ボランティア

活動その他、課外活動に対

する支援体制は整備され、有

効に機能しているか 

ＮＡ 

 
クラブ活動は行っていな

い。 

 希望者があれば、認める方

針であるが、勉強が忙しく、

学生からの具体的な要望が

ない。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
クラブ活動に関する学生からの要望は無いわけではないが、日常の勉強と、

臨床実習の関係上、活動の時間を取ることが出来ていないのが現状である。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-29 （1/1） 

5-29 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-29-16 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 
３ 

新入学時に、対象者に対し

て、オリエンテーションを実

施して、様々な注意を呼びか

けている。 

自宅外生懇親会を開き、諸

注意やアドバイス、先輩との

懇親会を行っている。 

対象者が年々減少傾向に

はあるが、非常に有意義な取

り組みであるので、時期を工

夫しながら、継続したい。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  
自宅外生は、ここ数年減少傾向にあるが、慣れない土地での一人暮らしに、

トラブルが起こらないように、諸注意に加えて、先輩との顔合わせや、体験

を聞くことによって、より相談しやすい環境づくりを心掛けている。 

 
地方学生の割合が特に減少傾向にあります。 
これは、地元にも学校があり、学費・下宿代の負担が３年間に増えた事によ

り、地元志向がますます強くなったことが原因だと思われます。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-30 （1/1） 

5-30 保護者と適切に連携しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-30-17 保護者と適切

に連携しているか 

４ 

学期試験ごとに成績の通知

を行い、問題がある場合は、

三者面談をするなど、保護者

との連携を図っている。 

 スピード感に欠ける場合が

あるので、成績不良者に関し

ては、手遅れにならないよう

に、早めに保護者との連携を

図り、対処していく。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
保護者との連携に関しては、欠席超過者や、成績不良者に対して、特に密接

な連携を取り、退学につながらないように、注意している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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5-31 （1/1） 

5-31 卒業生への支援体制はあるか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-31-18 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか ３ 

同窓会組織に関しては、各

学年での活動が多く、全学年

を通しての活動は不活発で

ある。 

 学年をまたいで、卒業生全体

の組織として、活動が出来る

よう、組織を整えたい。 

 

5-31-19 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備され、有効に機能

しているか 
３ 

卒業生に対し、再就職の斡

旋を行っている。 
また希望者には、実技実習

の練習が出来る、再トレーニ

ングを実施している。 

   

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
卒業生全員が女性である本校の特徴から、結婚等で氏名変更や、住所変更が

多く、届出がなされないこともあり、不明者が多い状況です。 
同窓会活動に関しては、各学年のリーダー及び全体の長を中心に、活発に交

流を深めていきたい。 

卒業生の再就職支援 
 ・求人票の閲覧と求人情報の開示、及び指導を行っている。 
 ・実技・技術に不安があり、再就職を躊躇しているとの意見から、校内の 
  実習室や、ご協力いただける臨床実習施設において、実技･技術の復習 
  が出来る、再トレーニングを実施している。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
 施設･備品は、技術の進歩もあるので、長期的な視点に立って、更

新計画を立てる必要がある。可能な限り、最新の機器･器具を導入

し、業界のニーズに対応できる人材の育成に役立てたい。 
 
校内での勉強はもちろんだが、医療現場での臨床実習の充実が、

学生の実力を高め、より実践力を身に付けることが出来る。このた

めには、様々な治療を行っている臨床実習施設の新規開拓と内容の

充実が、必要不可欠である。 
 
本校は、大阪府下最大の活断層である上町台地の近くに位置して

いるので、地震・火災に関しては、日頃から十分に注意し、対応を

検討している。このため、管轄の消防署と連携し、避難訓練･通報

訓練・消火訓練等を実施し、災害時の安全確保に努力している。 

 
今後、更新が必要な設備・備品が多数出ることが予想されるので、

また医療機器は、最新のものが必要とされているので、学校でもこ

れを導入する必要がある。計画を立てて準備を行いたい。 
 
臨床実習施設は、各施設により、診療科目、対象者等に違いがあ

るので、出来る限り沢山の医療現場を経験することにより、より豊

富な実践力を身に付けることが出来るので新規開拓と内容の充実

が、必要不可欠である。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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6-32 （1/1） 

6-32 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-32-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 
３ 

 
施設・設備に関しては、定

期的に計画を立て、更新して

いる。 

 今後、更新が必要な設備・備

品が多数出ることが予想さ

れるので、計画を立てて準備

を行いたい。 

 

6-32-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

され、有効に機能して

いるか 
３ 

 
定期的なメンテナンスを

実施している。 

  
特になし。 

 

6-32-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか 
３ 

 
設備･備品の更新に関する

長期間の計画を立て、実施し

ている。 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
施設･備品は、技術の進歩もあるので、長期的な視点に立って、更新計画を 
立てる必要がある。可能な限り、最新の機器･器具を導入し、業界のニーズに

対応できる人材の育成に役立てたい。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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6-33 （1/1） 

6-33 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-33-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関係

機関と連携し、十分な教

育体制を整備しているか 

４ 

 
臨床実習を充実させ、より

良い学習が出来るよう、環境

を整えている。 

各実習施設により、診療科

目、対象者等に違いがあるの

で、出来る限り沢山の医療現

場を経験することにより、実

践力を身に付ける。 

 
様々な経験の出来る、臨床

実習施設の新規開拓。 
 
 

 

6-33-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

４ 

 
学生に実習日誌を作成さ

せ、内容をチェックすること

により、教育効果を把握し、

評価している。 

 
実習日誌の内容を確認し、

Ｄｒの指導内容に対して学

生がどのように対応したか

確認する。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
校内での勉強はもちろんだが、医療現場での臨床実習の充実が、学生の実力

を高め、より実践力を身に付けることが出来る。このためには、様々な治療

を行っている臨床実習施設の新規開拓と内容の充実が、必要不可欠である。 

 
臨床実習が１０月から、１３ヶ月間の長期のわたり開始される。 
より良い、学習成果が上がるように、実習先との連携を密にしたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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6-34 （1/2） 

6-34 防災に対する体制は整備されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-6 防災に対する体

制は整備され、有効に

機能しているか ４ 

 
自衛消防団等の計画を充実

させ、防災に努めている。 

 
定期的に自主訓練を行い、い

ざと言うときに備えている。 

 
特になし 

 
消防計画書 
自衛消防団組織図 

6-34-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 
４ 

 
周知徹底している。 

 
一部火気を扱う器具がある

ので、使用の際には、注意を

呼びかけている。 

 
特になし 

 

6-34-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 
５ 

 
万が一の事故に対応するマ

ニュアルが整備されている。 

実習中の器物の損壊、感染症

への対策は、マニュアルを三

興に、１年に１回、訓練を行

っている。 

 
特になし 

 

6-34-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 
５ 

 
万が一の事故に対応するマ

ニュアルが整備されている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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6-34 （2/2） 
 
 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-10 防災訓練を実

施しているか 
５ 

 
毎年、実施している。 

管轄の消防署と連携し、避難

訓練･通報訓練・消火訓練等

を実施している。 

 
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校は、大阪府下最大の活断層である上町台地の近くに位置しているので、 

地震・火災に関しては、日頃から十分に注意し、対応を検討している。 
このため、災害時の安全確保に努力している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
学生の募集状況に関しては、概ね良好であるが、まだまだ２番手３

番手と言った状況であり、余談を許さない状況である。 
 
本校の他校には無い良さを強調し、他校との差別化を図り、優位

な位置を占められるよう、工夫をしていきたい。 

 
１８歳人口の減少に伴い、競争率の減少が続いている。 

 
 指定校推薦入試については、変更無く、実施した。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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7-35 （1/1） 

7-35 学生募集活動は、適正に行われているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-35-1 学生募集活動

は、適正に行われてい

るか ５ 

 
行われている 

プライバシーや時間帯に配

慮しつつ、過剰に受験生に接

することの無いように注意

しながら、募集活動を行って

いる。 

 入学案内書 
学生募集要項 
その他各種資料 

7-35-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか 
５ 

 
なっている 

 
学校案内、募集要項等は、分

かりやすい記載内容を心掛

けている。 

 入学案内書 
学生募集要項 
 

7-35-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか ５ 

 
相談体制を整えている 

 
電話・メール等により、お問

い合わせやご相談に対応し

ている。 

最近はメールによる質問が

増加している。ｽﾋﾟｰﾄﾞ感が必

要なので、受信後２日以内に

返信するよう、心掛ける。 

 

7-35-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか ３ 

 
なっている 

   

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集活動は、適切に行われていると確信しています。 
まだまだ、歯科衛生士への希望者が少ないため、歯科衛生士の仕事への認知

度を増やせるような広報を考えたいと思います。 

１１月に募集を終わることが出来た。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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7-36 （1/1） 

7-36 就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生募集に貢献したか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-36-5 就職実績、資格

取得実績、卒業生の活

躍の教育成果は、学生

募集に貢献したか 
４ 

 
就職率・国家試験合格実績

は、学生募集の最大の武器と

なっています。 

 
高校生・保護者共、就職率・

国家試験合格率については、

必ず質問がある。 

就職率・国家試験合格率

は、１００％であることが必

要不可欠であるので、これを

維持したい。 

 

7-36-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

４ 

 
持っている 

卒業生が医療現場で活躍す

ることが本校への評価につ

ながり、後輩への求人となっ

て帰って来ている。 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
高校生・保護者の関心は、国家試験合格率と就職実績です。 

この２つをどれだけ高い水準に保つことが出来るかが、学生募集の要となる

と言えると考えています。また、学費も大きな目安となっていて、対策が必

要だと考えています。 

 
マークシートリーダー導入により、学生一人ひとりの成績の傾向を分析し、

一人ひとりに合わせた学習指導が出来る。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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7-37 （1/1） 

7-37 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-37-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか ４ 

 
本校の合格基準にのっと

り、適性に入学選考を行え

た。 

 入学選考に関しては、入学

者の学力を一定水準に保つ

ために、本校の考える基準を

守ることが大切である。 

 

7-37-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 
４ 

 
把握している。 

   

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考に関しては、入学後の退学・国家試験の不合格を防ぐ為にも、 
一定水準以上の学生の確保が望ましい。 
 そのためにも、歯科衛生士希望者の数を増やしていく努力と、本校の他校

の違いを明確にすることにより、本校への志願者を増やして行きたい。 

ＡＯ入試の受験者が昨年より増加した。 
ＡＯ入試では成績の基準を設けているので、学力の心配が無く、学生獲得の

有効な方法になると思われる。また、入学後の成績が安定している学生が多

いので、非常に有効性を感じている。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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7-38 （1/1） 

7-38 学納金は妥当なものとなっているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-38-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

３ 

 
学納金は、総合的に見て妥当

な範囲である。 

 
本校の財務状況を考慮し、 

他校と比べて、高額になりす

ぎないよう、注意している。 

 
特になし。 

 
学生募集要項 

7-38-10 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 
３ 

 
把握している。 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
 学納金に関しては、本校の財務状況を基準に、他校との比較の中で、 
極端な高額にならないように心掛けている。 

 大阪府歯科医師会附属・堺歯科衛生士の２校が、他校に比べて極端な割引

を行っています。本校では、あそこまでの安価な学費設定は不可能なので、 
「高くても行きたい学校」になれるように、努力します。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
校舎の老朽化に伴い、メンテナンスをしていく必要があり、中期・

長期的な運営計画を基準にして、順次改修の計画を立てていく必要

がある。 
 
基本的には、ゆびすい会計様のご指導を頂きながら、会計の処理

を行い、予算・決算の指導を頂いている。 
 
財務情報の公開に関しては、学校関係者よりの開示請求があった

場合にのみ公開しているが、今後はＨＰ上での公開も検討したい。 
 

  

 
備品については現状のものを流用するが、学生数が落ち着いたと

ころで、徐々に新規購入をしていきたい。 
 
 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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8-39 （1/1） 

8-39 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-39-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか ３ 

ようやく３学年が揃い、学生

数が安定したので、財務状況

は改善されると思われる。 

 
 

 
学生の安定した確保を目指

したい。 

 

8-39-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 
３ 

 
予算及び決算情報について

は、理事会等で公表し、教職

員にも開示している。 
 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生数が安定しているので、財務状況は改善されると思われるまた、設備・

備品の更新もあり、それを踏まえた計画的な財務運営が望ましい。 
 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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8-40 （1/1） 

8-40 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-40-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

３ 

 
特に問題無く、運用されて

いる。 

年度予算に関しては、５カ年

計画を基に、当該年度分を理

事会・評議員会において決定

し、運用している。 

 
特になし。 

 

8-40-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか ３ 

 
執行されている。 

年度途中の理事会・評議員会

において、点検され、変更が

必要な場合は、補正予算を立

て、承認を得る。 

 
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 予算・収支計画は、５年後との長期計画と、当該年度の短期計画によって 
検討され、理事会・評議員会の審議・承認を得て、決定される。 
また、年度途中で、修正が必要になった場合は、補正予算を組み、同様の

手続きを踏まえて、決定される。 

学校法人会計のご指導を頂いている、ゆびすい会計事務所の会計士の先生よ

り、役員に向けて、財務上の問題点について、ご説明を頂いた。 
今後は、毎年開催して頂く予定である。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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8-41 （1/1） 

8-41 財務について会計監査が適正におこなわれているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-41-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか ３ 

学校人会計基準に従い、ゆ

びすい会計事務所のご指導

をいただき、監査を行ってい

る。 

ゆびすい会計様の決算処理

の後、監事による会計監査が

行われ、毎年５月の理事会に

て承認されている。 

 
特になし。 

 

8-41-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

３ 

 
妥当である。 

ゆびすい会計様の決算処理

の後、監事による会計監査が

行われ、毎年５月の理事会に

て承認されている。 

 
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学校法人会計基準にのっとり、ゆびすい会計事務所様に、ご指導を頂いて

います。予算・補正予算・決算に関しては、定期的に開かれる、理事会及び

評議員会において、その都度報告され、補正が必要な場合は、審議され、決

定される。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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8-42 （1/1） 

8-42 財務情報公開の体制整備はできているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-42-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか ４ 

 
学校関係者に対して、公開

請求があった場合は、公開し

ている。 

   

8-42-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか ４ 

 
考えている。 

 現状では、補助金を受けてい

ないため、ＨＰ上に新年度の

財務状況を公開していない。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務情報の公開体制においては、高等教育の無償化に伴い、HP 上で公開 
している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
文部科学省が定める、専門学校としての設置基準及び厚生労働省

が定める、歯科衛生士養成校としての設置基準。この両方を常に意

識し、遵守して学校運営を行っていかなくてはならない。 
 
個人情報に関しては、「個人情報保護法」及び本校が独自に定め

る、「個人情報保護規定」に従い、漏洩防止に努めている。 
ただし、学校運営上使用する必要のある個人情報については、そ

の使用目的を明確にし、学生・保護者に了解を得た上で、使用して

いる。 
 

 
本校独自の「個人情報保護規定」を制定し、個人情報の使用範囲

を限定して、その漏洩防止に努めている。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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9-43 （1/1） 

9-43 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-43-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 
４ 

 
法令を遵守し、適正な学校

運営がなされている。 

 
入学試験・カリキュラム作

成等、常に法令を意識して、

学校運営を行っている。 

 
特になし。 

 

9-43-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 

４ 

 
定期的に啓発活動を行って

いる。 

  
特になし。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
本校は、文部科学省・厚生労働省の認可を頂いている学校であるので、その

定める法令に関しては、常にその内容を理解し、遵守して学校運営を行って

いる。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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9-44 （1/1） 

9-44 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-44-3 志願者、学生や

卒業生および教職員等

学校が保有する個人情

報に関し、その保護のた

めの対策がとられているか 

４ 

個人情報保護基準を設置

し、個人情報の保護に努めて

いる。 

個人情報取扱規定に従い、 
入試・在校生・卒業生・教職

員等の情報は、厳重に管理し

ている。 

個人情報は、流出事故がある

と学校の評価に係わる重大

な問題であるので、常に注意

しておきたい。 

 

9-44-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 
４ 

 個人情報の取扱について

は、適時啓発を行っている。 
新年度が始まる前や、入学

試験開始前などに、個人情報

の取扱については、研修を行

っている。 

 
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報保護に関する対策としては、入試・在校生・卒業生・教職員（非常

勤を含む）等に関する対策は、個人情報保護法及び本校独自の保護規定に基

づいて対処している。 
学生の臨床実習時に得た個人情報は、医療従事者の秘守義務に当たるので、 
漏洩しないことは当然のことである。 

入学試験・在校生・卒業生・教職員や臨床実習先などに関する個人情報の全

てに対して、漏洩流出防止策を講じているため、今までに問題になることは

無かった。今後も、注意していきたい。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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基準１０ 自己点検・自己評価、第三者評価 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
 
 自己点検・自己評価に関しては、毎年、年度末に実施し、その内

容を公開している。改善点が見つかった場合は、早急に対処してい

る。 
 
第三者評価に関しては、現状は努力目標で、義務化されていない

ので、現状のところは検討していない。 
 
学校関係者評価を実施している。 

 
自己点検・自己評価の結果については、関係者から開示請求があ

った場合、開示している。将来的には、ＨＰ等での公開も検討して

いる。 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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10-45 （1/1） 

10-45 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-45-1 自己点検・自

己評価を定期的に実施

し、問題点の改善に努

めているか 
４ 

 
自己点検･評価に関しては

毎年実施し、問題点があった

場合は、改善に努めている。 

  
特になし 

 

10-45-2 自己点検・自

己評価に関する方針は

確立されているか ３ 

 
ガイドラインに従い、方針

を決定している。 

  
特になし 

 

10-45-3 自己点検・自

己評価に関する方針は

関係者に対して正確に

伝わっているか 
３ 

 
伝わっている。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
 自己点検・自己評価に関しては、毎年、年度末に実施し、その内容を公開

している。改善点が見つかった場合は、早急に対処している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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10-46 （1/1） 

10-46 自己点検・自己評価結果の公開はしているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-46-4 自己点検・自

己評価結果は公開して

いるか ３ 

 
情報開示請求があった場合

に、開示している。 

  
特になし 

 

10-46-5 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は確立されて

いるか 
３ 

 
確立している。 

  
特になし 

 

10-46-6 自己点検・自

己評価結果の公開に関

する方針は関係者に対

して正確に伝わってい

るか 

３ 

 
通知している。 

  
特になし 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
 情報開示請求があった場合に、開示している。 

 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 
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10-47 （1/1） 

10-47 第三者機関による学校評価を受ける予定・方針は確立されているか 
 

点検小項目 
*点検の 
進み具合 

ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-47-7 学校は、今後

実施される第三者機関

による学校評価を受け

る予定か 
１ 

 
第三者評価に関しては、 
現状では考えていない。 

 
義務化されていないので、 
検討していない。 

 
義務化された時点で、評価

機関を検討する。 

 

10-47-8 第三者評価に

関する方針は確立され

ているか １ 

 
第三者評価に関しては、 
現状では考えていない。 

 
義務化されていないので、 
検討していない。 

 
義務化された時点で、評価

機関を検討する。 

 

10-47-9 第三者評価に

関する方針は関係者に

対して正確に伝わって

いるか 
１ 

 
第三者評価に関しては、 
現状では考えていない。 

 
義務化されていないので、 
検討していない。 

 
義務化された時点で、評価

機関を検討する。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 
 第三者評価に関しては、現状は努力目標で、義務化されていないので、 
現状のところは検討していない。 

 
 

 
最終更新日付 ２０２４年 ５月 １日 記載責任者 西田 一也 

 


